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３日（月） ●身体測定
肌着とオムツ又はパンツで測定します。
正しい身長が測れないため、この日は頭の真上で髪
を結ばないでください。

５日（水） ●乳児健診（0歳クラス）
※他クラスのお子さんでも気になることや園医に
相談がある場合には、当日一緒に診てもらえます
ので前日までにお知らせください。

８月のほけん行事予定

夏休みの過ごし方

夏休みは、帰省や旅行など長期でお出かけをされる方が多いと
思います。
プールや山、川など普段慣れていない場での事故が多くありま
すので、十分に気をつけて楽しいお出かけにしてくださいね。
暑い日が続きますので、熱中症を含めて体調管理を忘れずに
お過ごしください。

＊水遊びやプール遊びが多い季節ですので、手足
の爪を短くしておきましょう。

＊今年度の職員を対象とした救命救急講習の再講
習が終了し、昨年度に引き続き、救命講習資格保有
率は85％となりました。
万が一の緊急時にも、その場にいる職員が迅速かつ適切
に対応できるよう、日頃から知識と技術の維持・向上に努
め、安心・安全な保育環境づくりに取り組んでいます。
また、10月には給食室職員も講習を受講する予定で、

資格保有率100％を目指しています。
※いちご保育園は、東京消防庁より
「救命講習受講優良施設」として認定
されており、ほぼ全職員が普通救命
講習以上の資格を保有しています。

「熱中症ってなに？ならないようにするには？」
３歳から５歳クラスに健康教育を行いました。

夏の暑い太陽はギラギラと照りつけています。子どもたちには、「暑い太陽の光に当たると、みんなの体も真っ赤
になって暑くなるんだよ」と、分かりやすくお話をしました。
また、お外へ行くときは帽子をかぶり、水筒を持ってこまめに水分をとることの大切さも伝えています。
さらに、熱中症を予防するためには、朝ごはんをしっかり食べることや、夜はたっぷり眠って体を休めることも大
切だと話しました。
夏はまだまだ続きます。熱中症対策を心がけながら、元気に楽しい夏の時間を過ごしましょう。

③涼しい服装を選びましょう
＊汗を吸いやすく、風通しのよい服がおすすめです。
綿（コットン）１００％のTシャツなどが肌にも良いと言わ
れています。

④十分な睡眠をとり、朝ご飯をしっかり食べましょう
＊寝不足で朝ごはんなしは、熱中症のリスクを高めます。

＜熱中症予防のポイント＞
①こまめに水分補給をしましょう
＊喉が渇く前に飲むことが大切です。
＊外遊びの前後や汗をかいた後は特に意識しましょう。

②帽子をかぶりましょう
＊外へ出かける時は帽子を着用し、直射日光を避けま
しょう。
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